
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発行者 組織情宣部 

2024年２月２日 №721 

１月 23 日９時 58 分頃、東北新幹線 上野〜大宮駅間で電力設備故障が発生しました。この事象

により、東北新幹線 東京〜仙台駅間、上越新幹線 東京〜高崎駅間、北陸新幹線 東京〜高崎駅間

の上下線で終日運転を取りやめ、新幹線 283 本が運休し、多くのお客さまに多大なご迷惑をおか

けすることとなりました。 

 また、復旧作業中に作業員２名が感電受傷し救急搬送される事故も発生しています。 

これまでも、ＪＲ東日本グループに携わるすべての社員の 

死亡事故・三大労災事故のゼロをめざし、経営側とは議論を 

重ねてきましたが、同種事象を発生させないためにも早急な 

労使議論が必要であることから、東日本ユニオンは１月 31日 

に経営側に対し、申し入れを行いました。 

  

 

 

 

 

【申し入れ項目】 

１．復旧に携わった作業員が感電受傷した原因と対策につい

て明らかにすること。 

２．電力設備故障の原因と対策を明らかにすること。 

３．運転取り止めの判断に長時間を要した原因と対策を明ら

かにすること。 

４．大規模輸送障害の定義を明確にすること。 

５．新幹線において東京～大宮駅間など一部区間で大規模な

輸送障害が発生した場合の対応と対策を明らかにするこ

と。 

６．長距離通勤者の出勤不可能による代替要員の確保に関す

る考え方を明らかにすること。 

 


